
 １月９日（火）から３学期がスタートしました。この日は、挨拶運動もあり、玄関前には、教育長とＳ議

員さんが、生徒たちに「おはよう！」の声がけをしてくれました。 

 8：40から始業式を、暖房をつけてもなかなか温まらない体育館で行いました。わたしの話の後、１年生

代表のＫ・Ｈさん、2年生代表のＫ・Ｋさん、3年生代表のＷ・Ｒさんが各学年代表として、新年の抱負を

語ってくれました。寒い中でしたが、とても良いスタートが切れました。 

学校点描 
 雪がほとんどない年末年始でした 

今までとは違う天候に、なんだか不

安な気持ちが湧いてきます。 
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脳はうそをつく 
最近全校生の前でうまく話ができていません。話を終えると反省ばかりです。そこで、今回話

した内容をあらためて載せてみます。何を言いたかったのか、感じてくれたら嬉しいです。 

《原稿文》 

今日から令和５年度３学期の始まりです。どんな年越しを迎えましたか。 

知っている通り、元旦の夕方、能登半島を中心に震度7という巨大な地震が発生し、大勢の方がお亡く

なりになる、そんな年の始まりとなりました。今も時折、大きな余震があり、今暫くは予断を許さない

状況が続きそうです。この震災で亡くなられた方々に哀悼の意を捧げます。また石川県、富山県、福井

県、新潟県の被災なされた方々には心よりお見舞いを申し上げたいと思います。避難所では、中高生が

高齢者を相手にラジオ体操や配給の手伝いを一生懸命していると聞きます。 

 

さて、いよいよ令和5年度総まとめの時期が始まります。 

 始まりというのは、いろいろな場面である種の緊張感をもつものです。例えば、大会で、ホイッスル

が鳴る瞬間、ピストルの音が鳴った瞬間、受験で「用意、はじめ！」と言われた瞬間に緊張感が最高潮

に達します。緊張感と不安は一体です。そして不安はこれまでの経験から生じる脳の思い込みが原因で

す。 

今日の話は、『脳はうそをつく』という話をします。 

まずは昨日夜なべして、模型を作ってきました。辰年だから、ドラ

ゴンの模型。遠くの人は見えますか？  

この模型には、仕掛けはありません。でも、ドラゴンの顔が動きま

す。見えるかな。頭をゆっくり横に動かすと、ドラゴンの顔もついて

きますが、椅子に座ってだから難しいですね。 

ちょっと回してみます。（ターンテーブルを使用して回す）顔が動

いているように見えるはずです。 

どうですか？顔を動かしていませんか？ 

後で、校長室の前に置いておきます。見えなかったらあとで試してください。模型の

ドラゴンが、顔を動かしているように見えるのは脳がうそをついていて、自分にそう思

込ませているからです。※実際の映像は右のQRコードからご覧いただけます。 

 

もうひとつショートストーリーをします。 

ある日、父親とその息子が車で出かけましたが、残念なことに途中で交通事故に遭ってしまい

ました。運転していた父親と息子は大けがをして別々の救急病院へ搬送されました。 

そして息子が運ばれた救急病院の手術室で、運び込まれてきた少年を見た外科医はこう言いま

した。 

「この少年は私の息子です!」 

これは、千野帽子（ちの ぼうし）というエッセイストが書いた「人はなぜ物語を求めるのか」

のなかで紹介されるストーリーです。 



 皆さんは、このショートストーリーを聞いて、どのように思われましたか？ あれっ？と思った

人いませんか。 

これは、わたしたちが、いかに無意識のうちに勝手な思い込みをしているか？に気づかせる話で

す。 

もうわかったでしょうか？まだわからない？ 

さっきのストーリーは「外科医は男性である」という思い込みで聞いてしまうと、おかしなこと

になってしまいます。もし「外科医が男性」であるならば、「別の病院に運ばれた父親である男

性」が、息子の病院にやってきて手術をしようとしていることになるからです。   
そうです。この外科医は、お母さんだったのです。 

このような脳が作り出す思い込みのことを、アンコンシャス・バイアスと言います。 

アンコンシャス・バイアスは、過去の経験や周囲の意見、日々接する情報から作られるもので、誰

もが持っています。しかし、自分のアンコンシャス・バイアスに無自覚な場合、人を傷つけてしま

ったり、人間関係でトラブルを起こすことになるかもしれません。 

「他の人もやっている」と思っていることは、よく考えると自分が一番身近な人わずか数名だけ

だったりします。LINE で「みんなも言っているよ」というのは、実際に数えるとたった 2 人なんて

こともあります。脳は状況によって、心を安心させるために、大勢の人がそうやっているんだと思

い込ませようとアンコンシャス・バイアスを発動させます。特に、人間は、恐ろしいものや未知の

ものであるほど、リスクが大きいと思い込むアンコンシャス・バイアスが生じやすくなります。 

 

1月2日に起きた日航機の滑走路での衝突事故。海上保安庁の飛行機の乗組員の方には痛ましい結

果となりましたが、ジャンボジェット機の379人は奇跡的に無事でした。 

全員の脱出について「客室乗務員が炎の状況を見極め、適切な非常口を選んで乗客を誘導したた

めに、乗客が大きなパニックに陥らず、指示通り動いたことが今回の結果につながった」と言われ

ています。 

未知な状況・不安の中で、助かる方法・逃げる手段を冷静にそして明確に伝えことができたから、脳

のうそ、つまりアンコンシャス・バイアスに踊らされることがなかったのでしょう。 

 

新年の始まりは、「よし、今年はこういうことをやってみよう」という目標に向かって出発する時で

あり、去年までの自分より成長した自分を誰もが期待するスタートの時です。 

しかしそこには、「どうせ自分なんて無理」という、アンコンシャス・バイアスも生じやすいです。 

「きっと、ムリ」「私なんて･･･」「だって、今までもそうだった･･･」 

もしもこんな言葉が頭をよぎったなら、 

「それは、自分の脳がうそをつくアンコンシャスバイアスかも？」と、立ち止まり、どうしたらそ

の目標を実現することができるか具体的に考えることで、一歩踏み出すことができるはずです。 

新しい年になり、今考えている目標を、自分の脳のうそに騙されず、自分の可能性を信じ挑戦する

３学期にしてほしいです。 

 

そして、わたしの話の後に３人が新年の抱負を発表しました。Ｈさんは、野球部での強いスイ

ングの改良について、Ｋさんは、柔道や生徒会の目標と方策について、Ｒさんは、自分に合う学

習方法を見つけ受験までの日々を３年生全員で乗り越えたいと話しました。 

 

 ３人の話は、いずれも具体的で、きっと脳がうそをついても騙されずに実現できそうです。 

 
 

ご意見・ご感想をお願いします。 

 

Shinyatk1616n@yahoo.co.jp 

きりとりせん 
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